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第 1回 「チーム医療推進会議」資料



チは一人に攘推進録隋 祓催要鋼

1.趣旨
「チーム医療の推進について」(平成 22年 3月 19日 チーム医療の推

進に関する検討会取りまとめ)を 受け、様々な立場の有識者から構成さ

れる会議を開催し、同報告書において提言のあった具体的方策の実現に

向けた検討を行う。

2_検 討課題

○ チーム医療を推進する医療機関の認定の在 り方について
〇 ザーーム医療を推進するための看護師業務の在 り方 |〔 ついて
○ その他

3.構成員

会議の構成員は、別紙に掲ける有識者とする1,プ l二 だし、必要に応 |、

関係者の日1席を求める11と ができる。

4.運営

本会議の庶務は、厚生労働省医政局で行う。

議事は公開とする。
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3.医療スタッフ間の連携の推進

(1)医療スタッフ間の連携の推進方策

チーム医療を推進する医療機関等を認定する仕組みを導入す
ること等を検討.

(2)公正な第二者機関

多様な藤療スタックから公 卜ヽな立場(.臨床現場の関係者、
医療スタッフ関係者、教育・養成現場の関係者、関係学会等か
参画できる検討の場としての第二者機関が必要。

報告書の提言

1。 彗議師の役書Jの拡大

(1)包括的指示の機種的な活用
「包括的指示Jの成立要件を明確化,)        .

(2)警護師の実施可能な行為の拡大 “明確イヒ
「診療の補助Jと して実施することかできる行為の範囲を拡
大する方向でllB確化。そのために必要な看護業務に関する実態
調査や試行等を早急に実施

`,

(3)行為拡大のための新たな枠組みの構築
一定の医学的教育 実ヽ務経験を前提に専 r号的な臨床実践能力
を有する看護師 (特定看護師 (仮称))が 、幅広い隊ィ1為 (特定
の医ri為 ,を 実施てきる新たな枠組みをllll築 ,,特定の医イli為の
範囲や特定看護師 (仮称)の要件を決定するため、医療現場や
養成現場の関係者等の協力を得て専門的・実証的な調査・検討
を実施

`,

2"着 護師以外の医療スタ ッフ等の役割拡大

【薬剤師】
ヽ 現行制度下で実施できる業務を明確イヒ.,

雖動産師漱
“ 会陰裂傷θ)縫合について、安全1生の確保の観点から1式イ

::・

検言Iを実施 (、 当該結果を踏まえ結 i命 `,
Iリ ハビリ関係職種】
 ヽ 「n客痰等の吸弓IJを実施可能な行為と |ン てり1確化 ,,
・ 1作業療法Jの内容を明確化て,
(管理栄養士漏
・ 現行制度下で実施できる業務をり1確化 ,、

【臨床工学校士】
・ I喀痰等の吸引 |、 1留置カテーテルからの採■11を実施

=|能な行為とし′て明確化′,
・ 1臨床工学技士業務1旨 111を 廃止 ,

朦骰農放射織技師】
ヽ 現行制度下て実施できる業務を明確化

`,

最臨床検査技師】
'実 施可能な生理学的検査を拡大て,
【医療クラーク等】
・ 導入の推進に向けた取組を実施。

厚生労働曹の対lit

晰勒働位の対蜻鐘
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檸・こ

|・11画l」 ||

○ 看護業務実態調査を実施 (平 成
22年 度厚生労働科学研究費補助金
事業により実施予定 )。

○ 専門的な臨床実践能力を有する
看言I師の養成に既に lllり 組んでい
る大学院修士課程の実態 。実績に

関する情報 を収集するため、当該
課程の閑係者等の協力を得てモデ
ル事業を実施 .,

〇 看護業務実態 h周査やモデル 11業
の結果を踏まえ、チーム籐療 |■ i世
会議において、 f lll門 的な検澤|を 実
力(1`,

○ 薬剤師、リハ ピリ関係 1哉種、管
J躍栄養士、臨床ヨ1学技士、診療 lla
射線技師については、本年 4月 30
「Jに 1栄 i政 ′弓111艶 矢‖を発 [‖ し、 各‖哉
種が実施できる業務を明確化、,

○ 助産師については、平成 22年度
厚牛労 11カ準1学り1究ピt補助金 J:業 に
おいて、言,tri・ 4食お1を実施 t,

〇 臨床検合技師については 1井 1係
1学:会等とと t,に 、実施可能 4,71 Jlll

学的検査の拡大の司否な検ホ1中 .,

(D 医療クラーク等については、導
人を1イ亡進するための具体策につい
て検討中 .

○ チーム医療推進会議において
専Fl的な検浄|を実施 ,



9後蜀絋吻蜀進鰈盗 《菫》

具体的方策の実現に向けた詳細な検討を行うためのWGを 設置()会議は、
各WGの 報告を踏まえ、検討を実施。

(1)チーム医療認定検討WG

{1)‐ラ・―ム医療を推進する医療機関の認定基準
(2)チーム医療を推進する医療機関の認定主体
{3)その他

(2)チームl■―療推進のための看護業務検討WG

(1)一般の看護師の業務範囲
{2)「 特定の医行為」の範囲
(3)特定看護師 (仮称)の要件
(4)特定看護師 (仮称)の養成課程の認定基準
(5' その他

(3)そ の他

2上艶 検討スケジュール

5月 下旬   「チーム医療推進のための看護業務検討WG」 を設置
→  6月 以降、「看護業務実態調査」(8月 中に取 りまとめ予定 )
及び「モデル事業」を実施

6月 中    「チーム医療認定検討WG」 を設置
～ 11月    各WGに おいて詳細な検討を実施

12月 中   各VV Cにおける検詞結果右踏まえ、一定″,結論を理vlす 澤|ノ:め
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踪議業務隧魏調Qにけい:ざ (mk)
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③ チーム医療の推進に関する検討会報告書 (平成 22年 3月 19日 取りまと
め)において、看護師の業務範囲の拡大や特定看護師 (仮称)が実施する
「特定の医行為」の範囲の決定に当たつては、看護業務に関する実態調査
を実施し、当該調査結果を踏まえて検討する必要があると提言された。

○ 本調査は、当該報告書の提言を受け、現在の看護業務の実態等に関する
全国的な調査を実施するものである。(8月 中に取りまとめ予定)

2。 調査内容

○ チーム医療検討会報告書において「特定の医行為として想定される行為
例」として列挙された行為等、一定の行為について、以下の項目を調査 ()

d現 在、看護師 (認定看護師 “専門看護師)が実施しているか否か
。 今後、一般の看護師が実施することが可能と考えられるか否か
。 今後、特定看護師 (仮称)制度の創設に伴い、特定看護師 (仮称)が
実施することが可能と考えられるか否か

〇 なお、調査対象とする一定の行為については、「う・―ム医療推進のための
看護業務検討WG(仮 称)]に おいて選定

`)

.風_畿鰹鶴L遮注錮
O 平成 22年 度厚生労働科学研:究費補助金事業 を潜 lll tノ 、1以下の とお り調査
を実 施す る予定。

(1)医療機 関等に勤務す る医師 "看護師 (質問紙調査 )

特定機能病院            82施 設 (100%)
病院 (規模別)            1,800施 設 (20%抽 出 )
診療所 (有床)            600施 設 (5%抽 出)
訪問看護ステーション         500か 所 (10%抽 出,
介護保険関係施設等 (老ス保健施設等)500施 設 (10%11詢 出 )

言1  11'1:ザ .|,()r)方(な言ケ

(2)各種団体 、関係学会の代表者 (聞 き llxり 調査 )
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鶯デル漑鯰につ,に でヽ 《趙鑢》

壻。趣旨

○ チーム医療の推進に関する検討会報告書 (平成 22年 3月 19日 取 りまと
め)において、特定看護師 (仮称)の要件については、類似の看護師の養
成に取り組む大学院修士課程の関係者等の協力を得て専Pl的 “実証的な検
討を行つた上で決定する必要があると提言された。

○ 本モデル事業 |ま、当該報告書の提言を受け、既に類似の看護師の養成に
lTRり 組んでいる大学院修士課程の実態 ,実績に関する1'青報を収集するため、
当該課程の関係者等の協力を得て実施するものである,,(実施期間は原則と
して平成 22年度中。)

傘.事業内容

○  以下の条件 を満たす修士課程 を「モデル事業実施課程 Jと tノ て選定する ()

讐  「特定看護師モデル養成課程」と称することて,
金 臨床実践能力を習得する利目 (臨床薬理学等)を必修としていること,,
議 演習・実習科目を必修とするとともに、実習場所 (病院等)を llff保 tン ていること,,
議 教員・指導者に相当数の医師が含まオ1′ることて,
0 実習利目における安全管理体制を整備 tン ていること,,

0 モデル事 業実施課程 においては、 一般的には 「診療の補 EJJJに 含まれ な
tァ とヽ理解 され て きた行為の実習 を実施 して差 |´ 支́ 粛ない :「:と とす る′〉

:項

○  モデル事業の開始当初に、例 えば以下の事項についてwGに 報告。
◆ 到達目標 (分野、実践内容等 )
◆ 教育カリキュラム (教育科目、内容、単位数) .
◆ 実習施設の概要
◆ 単位認定者・実習指導者の経歴
◇ 単位の認定方法・基準  等

l~l ttiデ ザじ/事 業の開始後 lli ‐その実施状渉I(秒11け  賞食百頷の課融 、 1亨:生 σ)
履 修状況、実習時のインシデ ン ト“アク ,メ デ i´′卜、一般の看護師 でも実施

可 能 な行為等 )に ついて、wCに 随時報告 1)




